
GC-MS測定と解析の効率化 

～GC用大量注入装置LVI-S200 と 解析ソフトCOSMO～ 



GC用大量注入装置LVI-S200はこんな方向け 

①微量分析 
 ・今使っているGCでもっと感度が欲しい。 
 ・信頼性向上のため、スキャン測定・定量をしたい。 
 ・GC-MS/MSで再現性を向上させたい。 

②前処理で濃縮操作 
 ・濃縮操作を省略したい。濃縮倍率を軽減したい。 
 ・測定感度が上がれば、サンプル量を減らせるのに… 

③誘導体化測定 
 ・測定最初と最後の感度の変化に困っている。 



LVI-S200の主な性能 

①各メーカーのGCに搭載可能 

②注入最大量200uL 

③胃袋型インサート（ライナー）使用 

④アセトニトリル（高膨張率）やトルエン（比較的高沸点） 

   など様々溶媒の注入 

⑤インサート内で誘導体化が可能 

⑥昇温可能（定温注入、低温注入、PTV） 

⑦オンカラム注入 



胃袋型インサート 

従来の 

インサート 胃袋型インサート 

インサートが胃袋型になっているた

め、試料を液体状態で保持すること

が可能。 



胃袋型インサートを用いた大量注入工程 

1st 注入口温度を溶媒 

沸点よりも低めに設定

した状態で試料を注入

し、液体状態でイン

サート内に保持。 

2nd スプリットモー

ドで揮発してくる溶媒

蒸気を排出し、イン

サート内で試料を濃縮

する。 

3rd スプリットレス

モードで注入口温度を

上げ、目的物質を分離

カラムに導入し、分析

を行う。 

4th スプリットモー

ドにし、インサート内

に残存している高沸点

夾雑物を除去。 

1st Stage 

注入 

2nd Stage 

濃縮 

3rd Stage 

導入 

4th Stage 

除去 

スプリットモード スプリットレスモード スプリットモード 

目的物質 

夾雑物 



GC大量注入のメリット 

高感度分析が可能 

・感度向上（10倍から100倍の感度向上が期待できる）  

・SCAN分析（一斉分析、データ信頼性の向上） 

前処理操作の迅速化および簡易化 

・試料量の少量化 

・濃縮操作の省略 

ハイフネーション技術のインターフェース 

・前処理装置との連結、オンラインGC/MS分析システム 

 （SPE－GC、LC-GC等） 

❑前処理の自動化 



検体量減量の例 

Smart-SPE 



多検体一斉分析用GC-MS新定量ソフト 

「ＣＯＳＭＯ」のご紹介 

株式会社 アイスティサイエンス  
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・多検体、多成分の解析を行っており、解析が大変。 

・複数メーカーのGC-MSを使用しており、 

 それぞれのメーカーの使い方の違いに苦労している。 

・解析ソフトが英語版でわかりにくい。 

・高頻度の引継研修で装置を覚えることで必死。 
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❑ 解析ソフトにおけるお客様の声 



❑ 各データファイルを並べて定量解析 

未知試料 

スタンダード 
試料中0.01ppm相当 

スパイク 
試料中0.01ppm相当 

添加① 
試料中0.01ppm添加 

添加② 
試料中0.01ppm添加 10 



❑ 各データファイルを並べて定量解析 

＊ 「スタンダードの定量ファイル」と「スパイクの定量ファイル」 
を開いて確認。。。。。。（面倒・・・・） 

● 未知試料でピークを検出した時の従来の場合 

未知試料 

スタンダー
ド 

スパイク 

農薬なの？ 
リテンションタイムは？ 
ピーク形状は？ 
濃度は？ 

☆ 新定量解析ソフトの場合 

スタンダード 

未知試料 

スパイク 

試料中0.01ppm相当 

試料中0.01ppm相当 

スタンダード、未知試料、スパイクをまとめ
て定量しているため一目瞭然！ 
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❑ 各データファイルを並べて定量解析 

☆ 新定量解析ソフトの場合 

添加① 

添加② 

添加③ 

添加④ 

添加⑤ 

未知試料 

スタンダード スタンダード 

添加回収試験 

検体① 

検体② 

検体③ 

検体④ 

検体⑤ 

○ 添加回収試験（再現性 n=5） ○ 5検体分析 

農薬数の分だけクリックして確認！ 
● 多検体の定量解析の場合 

「農薬数」×「検体数」を
クリックして確認。。。。。 

例えば・・・・・ 
農薬数：300成分×検体数７ 
＝2100回クリック！ 
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☆ 新定量解析ソフトの場合 

定量イオン：
269 

❑ 定量イオンと参照イオンの入れ替え機能 

定量イオンと参照イオンのボタンをクリックするだけで自動的に入れ替えて自動定量解析！ 

● 定量イオンと確認イオンを入れ替えたい時の従来の場合 

定量イオンと参照イオンをメモ 
定量条件ファイルに定量イオンと参照イオンを入れ替えて入力 
定量画面にて自動定量解析し、確認。。。。。。 

定量イオン：
210 
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❑ 定量結果から解析画面へ 

定量結果において確認したい数値をクリックすれば、自動的にその数値の解析画面へ 
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❑ 定量解析画面から定性解析画面へ 

定量解析画面にて定性したいピークをクリックすると定性画面でそのピークのスペクトルを自動表示 

ライブラリ検索 

スペクトル表示 
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❑ スペクトルの比較表示 

定量解析画面にて定性したいピークをクリックする
と定性画面でそのピークのスペクトルを自動表示 

ＮＩＳTライブラリ
のスペクトルが自動
表示 

スペクトル表示 

一目瞭然 
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❑ 再解析例 

定量イオン：１４５ 

定量イオン 

確認イオン１ 

確認イオン２ 

定量イオンの変更 

定量イオン：１７３ 
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❑ 多検体の定量結果表 
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❑ 定量結果表をエクセルへ簡単コピー 

エクセルへ簡単コピー 
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❑表示項目の選択 
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❑クロマトグラムレポート② 

スタンダード 

未知試料 

添加試料 

Spike検体 

21 



❑検量線と定量レポート 
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❑ 各社のＭＳデータに対応 

● 従来の場合 

 各社ＧＣ-ＭＳは専用の解析ソフトに限定さ

れている場合が多いため、数種のＧＣ/MSを

持っている場合それぞれの解析ソフトの取り

扱いを習得しなければならない。 

 解析条件の作成もそれぞれの解析ソフト毎に

作成しなければならない。 

 解析条件を共有しにくい。 

☆ 新定量解析ソフトの場合 

 各社のＭＳデータに対応しているため、本ソフト

を覚えれば他社GC導入時もすぐに対応できる。 

 解析条件を統一できる。 

 解析条件を共有しやすくなる。（一元管理） 
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